
国道２６号 泉南市 市場北２番交差点
せ ん な ん し い ち ば き た に ば ん

箇所概要

国道２６号市場北２番交差点は、大阪と和歌山を結ぶ国道２６号と、泉
南市役所等が位置する市の中心部と市北東部の住宅団地とを結ぶ
（市）樽井大苗代線との交差点。

交通量が多く当該交差点は比較的スピードが出やすい中で、緩やかな
カーブ区間に交差点が位置している。

対策内容

②右折レーン延伸
④注意喚起法定外看板
「追突注意」

③減速路面標示（ドットライン延伸）
路面表示「交差点注意」①右直分離信号

②右折レーン延伸

④注意喚起法定外看板
「追突注意」

③減速路面標示（ドットライン延伸）
路面表示「交差点注意」

写真①

写真②

追突事故が半数以上を占めており、右折時の
事故が多いことが当該交差点の課題。

右折時の事故を防止するための右折直進分離
信号を設置するとともに、追突事故に対して右
折レーン延伸や注意喚起路面表示、注意喚起
法定外看板を設置。 事故類型別発生割合

（平成20～23年）

写真①

写真②

対策効果
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約１割削減

出典：ETC2.0プローブデータ
対策前：平成28年4月1日～平成28年6月30日
対策後：平成31年4月1日～令和元年6月30日 ※平日12時間

【効果１】急ブレーキの発生割合が減少

【効果２】安全に右折できる割合が増加
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赤信号での
右折が存在

出典）交通実態調査（令和2年2月13日（木））
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下り 右折滞留長（ｍ)

従来であれば右折レーンを超過
する事象が29回（3時間）発生 右折レーン

延伸前（30m）

右折レーン
延伸後（65m）

右折レーン延伸により超過せず

【効果３】右折レーンからのはみ出しを解消

出典）交通実態調査（令和2年2月13日（木））出典）交通実態調査（対策前：平成25年11月28日（木）、対策後：令和2年2月13日（木））

ビッグデータや交通実態調査によると、急ブレーキ
の削減、右折の安全性確保、右折レーンはみ出し解
消など顕著な効果が発現。

ただし、赤信号で右折する車両も若干見られており、
引き続き交通事故データ等による経過観察を実施す
る方針。


